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大
分
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部

大
分
支
部

　﹁伝
達
式
並
び
総
会
﹂

の
開
催

当
支
部
で
は
、
発
足
以
来

平
成
二
十
九
年
度
春
の
善
行

表
彰
伝
達
式
並
び
に
総
会
を

六
月
二
十
八
日
（
水
）
大

分
市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
多
く
の
皆
様
の
ご
出

席
の
も
と
開
催
致
し
ま
し

た
。
平
日
の
た
め
児
童
生
徒

の
出
席
は
二
名
、
学
校
側
は

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
生
徒

指
導
の
先
生
の
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。
ご
来
賓
は
大
分
市

長
、
大
分
市
議
会
議
長
、
大

分
市
教
育
委
員
会
の
皆
様
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
大
分
市

長
佐
藤
樹
一
郎
様
の
お
祝
辞

を
頂
い
た
あ
と
銀
章
受
賞
者

三
名
の
方
に
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
、
次
に
銅
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
松
井
猛
支
部
長

の
挨
拶
の
後
、
大
分
市
議
会

議
長
野
尻
哲
雄
様
、
大
分
市

教
育
委
員
会
佐
藤
義
仁
様
か

ら
心
温
ま
る
お
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん

か
ら
は
善

行
の
継
続

が
社
会
的

評
価
に
つ

な
が
っ
た

喜
び
と
し

て
、
私
た

ち
の
目
に

映
り
ま
し

た
。
最
後
に
全
員
が
集
合
写

真
に
お
さ
ま
り
閉
会
し
た

後
、
会
場
を
総
会
に
切
り
替

え
、
一
年
間
の
報
告
、
新
年

度
の
計
画
等
々
ご
審
議
頂
き

ま
し
た
。
二
十
九
年
度
は
、

大
分
支
部
の
十
周
年
、
九
州

支
部
協
議
会
大
分
大
会
を
控

え
人
事
案
の
提
案
を
し
、
承

認
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
旧
役
員
の
皆
さ
ん
は
大

分
支
部
発
足
か
ら
今
日
ま
で

長
き
に
渡
り
頑
張
ら
れ
た
こ

と
に
敬
意

を
申
し
上

げ
ま
す
と

共
に
、
今

後
も
役
員

と
し
て
後

輩
の
ご
指

導
を
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

元
副
会
長
、
大
阪
府

支
部
名
誉
会
長
岩
井
喜

一
氏
（
七
十
七
歳
）
が

八
月
十
一
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

岩
井
喜
一
氏
は
平
成

五
年
に
善
行
章
を
受
賞
、

同
六
年
に
は
関
係
者
と

と
も
に
大
阪
府
支
部
を

設
立
し
会
員
増
強
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
、
同

七
年
に
は
本
会
理
事
に

就
任
、
同
十
四
年
か
ら

は
常
務
理
事
、
同
二
十

年
か
ら
は
副
会
長
と
し

て
特
に
全
国
支
部
設
立

に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
間

九
州
全
県
を
は
じ
め
全

国
三
十
余
支
部
の
設
立

に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 訃

　報
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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
︒
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
︒

こ
の
度
、
日
本
善
行
会

八
十
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
と
し

て
そ
の
機
会
に
同
席
で
き
た

こ
と
、
日
頃
の
生
き
方
へ
の

自
己
確
認
の
出
来
た
こ
と

に
、
大
き
な
感
謝
と
喜
び
を

感
じ
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
が
、
昭
和

十
二
年
発
足
。
私
は
、
未
だ

こ
の
世
に
命
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
人
の
世
で
は
傘

寿
の
祝
い
の
歳
。
金
文
字
に

デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
︻
八
十

年
の
あ
ゆ
み]

を
、
熟
読
す
る

度
に
世
界
中
で
の
戦
争
。
大

災
害
・
テ
ロ
の
横
行
な
ど
様
々

な
変
遷
の
中
を
、「
善
行
は
、

社
会
を
照
ら
す
と
も
し
び
」

の
も
と
、
豊
か
な
博
愛
精
神

と
そ
の
絆
を
消
す
こ
と
な
く

継
続
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
の

方
々
の
ご
苦
労
は
、
ど
ん
な

に
か
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
ろ

う
と
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

功
績
賞
表
彰
、
特
に
永
年
功

績
賞
を
受
賞
さ
れ
た
多
く
の

方
々
。
中
に
は
、
永
眠
さ
れ

た
夫
の
額
縁
を
持
参
さ
れ
た

方
も
い
て
、
参
加
年
数
二
十

数
年
未
満
の
自
分
に
と
っ
て

は
、
な
ん
と
も
恥
ず
か
し
い

限
り
。
年
会
費
高
～
い
と
い

う
会
員
の
い
る
中
で
結
構
ご

高
齢
な
が
ら
四
十
年
以
上
も

継
続
し
て
、
会
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
方
々
の
、
晴
れ
晴

れ
と
し
た
表
情
に
感
動
。

昨
今
の
世
相
、
性
善
説
を

信
じ
る
も
の
の
、
足
も
と
で

の
弱
者
へ
の
虐
待
や
殺
人
、

世
界
的
に
も
戦
争
や
天
災
で

の
難
民
へ
の
支
援
は
、
日
ご

と
に
減
少
等
（
ケ
ニ
ア
在
住

の
娘
か
ら
の
メ
ー
ル
）。
温
暖

化
に
よ
る
世
界
中
で
の
自
然

災
書
の
多
発
に
も
、
大
き
な

恐
怖
を
感
じ
ま
す
。
自
分
の

み
・
自
国
の
み
・
・
と
言
う

生
き
方
は
、
社
会
の
不
幸
の

も
と
。
人
と
し
て
の
最
低
の

モ
ラ
ル
と
信
じ
ま
す
。

せ
っ
か
く
、
こ
の
世
に
生

を
受
け
た
た
っ
た
一
度
の

『
命
』。
一
人
ひ
と
り
が
今
出

来
る
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・

支
え
あ
い
・
学
び
あ
い
な
が

ら
、
更
な
る
絆
つ
く
り
の
大

切
さ
を
再
考
さ
せ
ら
れ
た
一

日
で
し
た
。
ス
バ
ラ
シ
イ
生

き
方
を
継
続
さ
れ
て
い
る
多

く
の
皆
様
と
、
善
行
の
輪
を

広
げ
る
仲
間
の
一
人
で
あ
る

こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。

～
愛
の
反
対
は
憎
し
み
で

は
な
く
、
無
視
さ
れ
る
こ
と

～
と
い
う
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の

言
葉
を
糧
と
し
て
～
～
。
精

一
杯
活
動
を
楽
し
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人	

日
本
善
行
会
　常
務
理
事

松

　本

　カ
ネ
子

日
本
善
行
会

八
十
周
年
に
思
う

２
面
へ
つ
づ
く

老
人
ホ
ー
ム
で

楽
し
い
詩
吟
教
室

　大
分
県
大
分
市

佐
藤

　満
洋

こ
の
度
、
名
誉
あ
る
善
行

銀
章
を
受
賞
で
き
、
衷
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
現
在
、
流
派
の
詩
吟
を

三
教
室
で
教
え
て
い
ま
す
。

十
数
年
前
、
一
人
暮
ら
し

だ
っ
た
老
会
員
さ
ん
が
こ
の

一
教
室
を
退
会
、
家
を
畳
ん

で
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ

特
別
表
彰

ま
し
た
。
私
は
こ
の
方
の
激

励
の
た
め
、
そ
の
老
人
ホ
ー

ム
を
慰
問
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
同
ホ
ー
ム
か
ら

週
一
時
間
、
入
所
者
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
詩
吟
教
室
開

設
の
お
話
が
あ
り
、
お
引
受

け
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の

詩
吟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
始
ま

り
で
す
。

数
年
後
、
同
ホ
ー
ム
の
姉

妹
ホ
ー
ム
が
完
成
し
、
こ
こ

も
週
一
の
詩
吟
教
室
を
お
引

受
け
し
て
、
四
年
余
が
経
過

し
ま
し
た
。

昨
年
の
春
、
私
は
体
調
を

壊
し
ま
し
た
の
で
、
友
人
二

人
に
両
教
室
を
託
し
て
、し
ば

ら
く
の
体
養
を
考
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
市
の
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
か
ら
別
の
老

人
ホ
ー
ム
の
詩
吟
教
室
の
お

話
が
あ
り
、
休
養
一
ケ
月

で
、「
週
一
の
詩
吟
教
室　

皆

の
待
つ　

老
人
ホ
ー
ム
に
今

日
も
駆
け
ゆ
く
」
詩
吟
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
再
開
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

銀

　
　
章

新
支
部
長
の
抱
負

 
善
行
は
社
会
を

明
る
く
す
る
灯

　板
橋
支
部
長

　
　
　
　
　平
岩

　宏
子

こ
の
度
、
板
橋
支
部
総
会

に
て
選
任
さ
れ
板
橋
支
部
長

と
い
う
重
貴
を
お
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

六
十
年
に
日
本
善
行
会
板
橋

支
部
は
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
支
部
で
、
歴
代
の

支
部
長
さ
ん
方
の
ご
活
躍
の

跡
を
受
け
継
ぎ
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
務
め
て
参
り
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

板
橋
支
部
会
員
の
方
々
の

暖
か
い
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
本
部
行
事
と
連
携
を
図
り
、

善
行
表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
実
践
を
通
し
て
、人
々

が
温
か
い
思
い
や
り
の
心
で

つ
な
が
り
、
互
い
に
尊
重
し

て
奉
仕
の
精
神
の
輪
を
広
げ

続
け
る
こ
と
で
、「
善
行
は
社

会
を
明
る
く
す
る
灯
」
を
合

言
葉
に
皆
様
と
共
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
が
増
加
し
て
い
る
魅

力
あ
る
東
京
都
板
橋
区
の
明

る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
つ

く
り
に
貢
献
し
て
、
現
在
か

ら
次
世
代
の
方
々
へ
「
善
行

精
神
」
の
バ
ト
ン
を
し
っ
か

り
と
し
た
基
盤
つ
く
り
を
し

た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

台
東
区
支
部
の

　
　画
期
的
な

会
員
増
強
法

一
般
社
団
法
人

　
　
　
　日
本
善
行
会

理
事
・
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
長

　石
毛

　利
雄

二
〇
一
六
年
五
月
発
足
の

台
東
区
支
部
は
創
立
僅
か
一

年
の
支
部
で
あ
る
が
六
月
初

め
に
は
会
費
五
千
円
の
一
般

会
員
数
三
十
名
、
会
費
二
千

円
の
賛
助
会
員
百
名
の
大
き

な
支
部
へ
急
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
秘
訣
は
服
部
征
夫
台
東

区
長
様
に
台
東
支
部
名
誉
会

長
に
ご
就
任
頂
き
、
行
政
の

全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
名
誉
顧
問
に

ご
就
任
頂
い
た
、
浅
草
地
域

百
九
十
九
町
会
連
合
会
、
会
長

　

黒
田
収
様
の
人
望
と
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
バ
ッ

ク
に
轟
豊
藏
支
部
長
、
河
原

祥
雄
副
支
部
長
、
折
原
隆
副

支
部
長
が
全
町
会
を
猛
暑
の

日
も
、
厳
寒
の
時
期
も
、
一

軒
ず
つ
、
く
ま
な
く
あ
い
さ

つ
に
回
り
善
行
会
に
つ
い
て

説
明
し
入
会
を
依
頼
し
た
結

果
で
あ
る
、
轟
支
部
長
は
今

年
度
末
ま
で
に
は
百
名
の
一

般
会
員
の
獲
得
と
百
九
十
九

全
町
会
長
の
入
会
を
達
成
し

た
い
と
活
動
し
て
い
る
。

台
東
区
支
部
の
成
功
は
役

員
の
日
々
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努

力
を
見
て
い
た
地
域
の
方
々

が
善
行
会
に
つ
い
て
徐
々
に

ご
賛
同
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
自
分
た
ち
も
仲
間
に
加

わ
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
の
波

が
生
ま
れ
た
結
果
で
あ
り
、

特
に
二
〇
一
七
年
春
季
表
彰
式

で
区
立
富
士
小
学
校
吹
奏
楽

部
、
仰
願
寺
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
と
青
少
年
指
導
の
部
で
の

中
村
博
氏
が
表
彰
さ
れ
た
こ
と

が
区
内
で
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
広
が
っ
て
い
る
。

台
東
区
支
部
の
会
員
増
強

の
努
力
と
方
法
は
全
国
各
支

部
の
模
範
に
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
う
。




